
がん克服へ大きな期待一―。大阪府は 5月 27日 、最先
端のがん治療技術「中性子捕捉療法」の実用化に全力で取り組むことを明らかにした。これは、同日行われた大阪府
議会で、一般質問に立った公明党の川岡栄一議員の主張に
府側が答弁したもの。
質問で川岡議員は、「中性子捕捉療法」が大阪府内の先
端医療開発特区 (スーパー特区=国が選定し、研究・開発
を促進)の一っに認定され、京都大学や大阪府立大学も参
画して研究が進んでいることに言及した。
その上で、がん細胞特ホゥ素薬剤を集積させ、中性子を
照射することによってがん細胞だけを選択的に破壊すると
いう同療法の特徴について、「外科的手術が必要ないの
で、患者にとって肉体的な苦痛が少ない」と強調。関西・
大阪がリー ドする画期的な研究 。開発に対し、府としても
積極的に取り組むべきだと訴えた。
これに対し、竹山修身政策企画部長は、同療法が大阪発の先端的がん治療として早期実用化されるよう、現在の共
同研究体制を発展させ、諸課題を検討していく考えを示し
た。
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